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スマートシティたかまつ推進協議会
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目的（「スマートシティたかまつ推進協議会」規約より）

協議会は、産学民官の連携の下、官民データを共通プラットフォーム上で適正かつ効果的に利活用すること
によって、高松市の地域課題の解決を図り、いわゆるスマートシティ化によって、活力にあふれ、創造性豊
かなまちづくりを実現することを目的とする。

事業（「スマートシティたかまつ推進協議会」規約より）

機能

• 総会
• 運営委員会
• ワーキンググループ

運営委員（令和２年度）

協議会会員から選ばれた運営委員
大西 玉喜 四国電力（株）執行役員香川支店長
小澤 孝洋 高松市 総務局 参事
片岡 郁雄 香川大学 理事・副学長
北口 哲也 西日本電信電話(株) 香川支店長
小西 昌伸 (株)百十四銀行 地域創生部長
田口 泰士 (株)STNet 取締役ビジネス営業本部

副本部長
佃 昌道 高松大学 学長
徳永 秀和 香川高等専門学校 機械電子工学科長
船田 晃 日本電気(株) 四国支社長

有識者から選ばれた運営委員
井上 泰一 (株)野村総合研究所 プリンシパル

運営委員会オブザーバー
石丸 須弥子 総務省 四国総合通信局 情報通信部

情報通信振興課長
宮本 典明 経済産業省 四国経済産業局

地域経済部 製造産業・情報政策課長
井下 秀樹 香川県 政策部 情報政策課長

(1)スマートシティ化に向けた実証事業の推進
(2)共通プラットフォームの活用の推進
(3)実証事業への住民参画の促進

(4)成果等の国内外への普及展開
(5)その他協議会の目的を達成するため必要な事業



スマートシティたかまつの目指すべき形
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人口減少、少子・超高齢社会の今後

人口減少 サービスの多様化

収入減 支出増
現状維持
+αのため

質の高いサービスを提供するため

分野間連携による効率化

一度でたくさんおいしい

仕組みが必要

資料）「内閣府国家戦略特区 「スーパーシティ」構想 ＰＲムービー 「スーパーシティ」構想の実現に向けて」

https://www.kantei.go.jp/jp/singi/tiiki/kokusentoc/supercity/openlabo/supercitycontents.html を基に作成

＝ 政策統合

交通 物流× 交通 福祉×

分野間連携による高度化

持続性の
高いサービス
を創出



協議会における中期計画（～２０２３年）

4

スマートシティたかまつは持続的に成長し続ける都市づくりに向けて、
一度でたくさんおいしい「政策統合型」の持続性の高いサービス創出を目指す。

スマートシティたかまつ推進協議会はこれまで行政主導から協議会主導、民間主導に段階的
に移行させるために活動してきたが、民間企業や市民が積極的に自発的な行動を取る状況ま
でには至っていない。本中期計画は、協議会が「民間主導」でスマートシティたかまつにお
いて先導する役割を担っていくことを目的とする。

各分野の
ＷＧ活動

会員の増加

協議会活動の
可視化

及び交流の促進

2017年度～2020年度 2022年度 2023年度

行政主導 民間主導

Ｐ
Ｆ
構
築
・
協
議
会
設
立

「政策統合型」
に合わせた

ＷＧの進め方確立

協議会そのもの
の価値向上

会員増加に伴う
協議会運営方法

の検討

持続的に成長し
続ける都市モデル

の実現

・市民中心のサー
ビス設計

・デジタル人材の
育成

・都市経営の高度化
-水平分業型DX
-PPP/PFI推進

・広域サービス展開

2021年度の実施方針

協議会主導

2021年度

会員間コミュニ
ケーションの

自走化

「政策統合型」
ＷＧ活動の
自走化

協議会運営方法
の検討



協議会の抱える現状の課題と実施方針
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持続的に成長し続ける都市づくりに向けて、スマートシティたかまつ推進協議会の
役割も大きく求められる。重要機能であるワーキンググループを「政策統合型」の
フレームに合わせて進めることが必要。

住民参画の
促進

共通PFの
活用推進

実証事業の
推進

成果等の国内外
への普及展開

協議会の事業 現状の課題 来年度の実施方針

自主性の醸成

事業化の加速

継続性の確保

その他、目的を
達成するため
必要な事業

• 参画団体は約100団体に増えた
一方で、発生するWGの数が
少ない。

• 市民、会員におけるSCたかまつ
及び協議会の理解が不十分。

• 横断的な展開が起きない。
• フィジカルアーキテクチャ
（社会構造）の理解や、整合
ができていない。

• 会員間コミュニケーションが
できる仕組みがない。

• 約100団体の会員を管理、運営
するには現状の規約では不十分。

会員増加に伴う協議会運営方法
の検討

「政策統合型」に合わせた
ＷＧの進め方確立

協議会そのものの価値向上

• デジカン塾の再スタートの検
討。

• 協議会会員の参画意識を向上
させるための勉強会等の定期
開催。

• 高松市担当原課より課題認識
及び政策についての勉強会の
企画検討。

• 「政策統合型」に合わせたWG
の進め方を確立。

• 協議会会員間のコミュニケー
ションツールの利用検討。

• 協議会運営方法の検討。
• 経済団体等との連携。



今後スケジュール 及び その他報告事項
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今後のスケジュール
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令和３年度 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

総会

運営委員会

勉強会等

デジカン塾

人材育成

次期スマートシティ
たかまつ推進プラ
ン（仮称）策定

▼
第15回

▼
第16回

▼
第17回

▼
第18回

▼
総会

▼
FIWAREハンズオン
（全3回）

▼
勉強会

▼
勉強会

▼
勉強会

状況を見ながら再開時期を検討

人材育成講座
第１弾

▼ ▼ ▼

施策の検討、調整 素案整合

パブリック
コメント

調査・骨子作成

人材育成講座
第２弾

人材育成講座
第３弾

KIDSプログラミングコンテスト

協議会会員から意見聴取



人材育成の取組
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人材育成講座の流れ

スマートシティたかまつ推進協議会の人材育成環境WGで人材育成講座について
検討する。

【講座1】
かがわeかみしばい
コンテスト2021（仮称）

【講座2】
まちのデータ研究室
for Local Governments and 
Local Companies（仮称）

【講座3】
Web×IoTメイカーズ
チャレンジfor Students

（仮称）

各講座でIoT共通プラットフォームを活用 ⇒ 各講座で得られたデータを連携

将来のスマートシティ事業
を担う人材の養成

課題解決に
有用なデータの検討

地域課題の発掘

本市の地域課題解決につながるアイデア等を創出し、実証事業や社会実装につなげ
ていける人材育成講座について、産学官連携し、実施する。



デジタルデバイド対策の取組
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高齢者等、ICTを十分活用できていない人が、地域の身近な人から学べる「デジ
タル活用支援員」体制の構築に向け、スマートシティたかまつ推進協議会のデジタ
ル活用支援員制度検討WGで検討、実証を進める。



KIDSプログラミングコンテストの開催
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ＩＣＴが日々進展していく中、それらを扱う人材の発掘・育成の取組の一環とし
て、本市在住の小学生を対象としたプログラミングコンテストを開催する。



デジカン塾
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新型コロナウイルス感染症拡大のため、開催を中止しているが、
今後の状況をみながら、開催時期を再検討。



スーパーシティについて
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スーパーシティ構想イメージ（案）
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FACT(フリーアドレス都市たかまつ）の概要
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スーパーシティイメージ図
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高松市スーパーシティ 取組想定分野
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 データ連携基盤

 自動運転物流

 ダイナミックプライシング・モビリティ

 都市型MaaS

 買物FACT-ory

 男木女木スマートアイランド

 健康医療介護

 ゼロカーボン環境

 防災

 教育

取組想定分野

※検討過程において変更・新設・中止となる可能性有

公募により選定した主要な事業者の候補と連携しながら、各分野の

提案について検討を実施中。



スケジュール
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今後の進め方のイメージ
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 出来るところから、どんどん進めていく ベンダーとプレイヤーがソリューションを提示

 行政の課題解決に寄与する場合

⇒フィールド提供・合意形成に協力

 アーキテクチャの整理は終了

 ツールを選択するフェーズ

スーパーシティ
区域会議

ソリューション選択型

行政 ステークホルダー

行政プレイヤー
行政

ベンダー

ベンダー

ベンダー

提案

フィールド提供、合意形成調整

情報提供

ソリューション提案

 アーキテクチャの整理から共に進める

 WGから整理

課題整理型

ベンダー 行政 ステークホルダー

各種計画との整合性の検討
課題の共有（プレイヤー、ベンダー、行政等）
 ソリューションの検討

WG WG

運営委員会
スマートシティたかまつ

推進協議会

ビジネスモデル提案型 ステークホルダーゼロ型
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みんなが、このまちをよくすることを
シンプルに考えられるように。

みんなの「いいね!」は、そのまままちの声に！
新しい時代の「まちづくりの🌱」は、高松か
ら。

さあ、Start DAPPY ! 

2021.1.25 －3.31

建前、縦割り

そんなものから高松がDAPPY(脱皮)するための65日間！

（参考）たかまつアイデアFACTORYについて
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とは？

市民参加型

アイデア募集プラットフォームです！

投稿したアイデアや意見について、市民同士で対話ができるシステム

テレワークって
〇〇だよね！

わから…

いいね！

投票結果

テレワークって〇〇だよね！

■■だと思う！

意見の可視化

2020年10月より政府が運用開始した「デジタル改革アイデアボックス」と同じ、「アイデアボックス（(株)自動処理提供）」の仕組みを活用

■■だと思う！

そうかな？

いいね！

（参考）たかまつアイデアFACTORYについて
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募集テーマ

第１弾募集テーマ

高松市のデジタル化やスマートシティ
 デジタル社会（スマートシティたかまつの取組）への期待

 「フリーアドレス都市」イメージへの提案

 誰一人取り残さないデジタル化

 ICTやデジタル化に向けたアイデア

などなど……
【実施期間】

2021年１月25日（月）～３月31日（水）
※2021年１月22日(金)よりプレオープン

（参考）たかまつアイデアFACTORYについて
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